
［標準様式例６－２］

契約変更年月日 令和6年5月20日

契約業者名 東急建設（株）

契約業者の住所 東京都渋谷区渋谷一丁目１６番１４号

工事の名称 Ｒ２国道２４６号渋谷駅周辺地下道工事

工事場所 自)東京都渋谷区渋谷二丁目地先　至)東京都渋谷区桜丘町地先

工事種別 一般土木工事

工期（自） 令和2年7月21日

工期（至） 令和6年8月30日

変更前の契約金額
（税込）

7,518,500,000円（税込み）

変更金額
（税込）

0円

変更後の契約金額
（税込）

7,518,500,000円（税込み）

変更理由 工事請負契約書第４２条第３項に定める部分払を請求できる回数の変更

（第６回、最終）契約の内容

工事概要
（変更した内容につい
て記述する）

変更無し



契約変更年月日

契約業者名

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工事概要
西口　工事延長：L=265m 東口　工事延長L=19m

掘削工　約24,000m3 掘削工　約1,600m3
埋戻し工　約11,000m3 埋戻し工　約970m3
コンクリート　約3,200m3、鉄筋　約390t コンクリート　約230m3、鉄筋　約50t

舗装工　約230m2
構造物撤去工　１式、構造物復旧工　１式

橋梁付属物工　１式、舗装工　約2,500m2 仮設工　１式
排水工　１式
構造物撤去工　１式、構造物復旧工　１式
仮設工　１式

［指定部分］
現場構築工

コンクリート　約2,200m3、鉄筋350ｔ

工期（自）

工期（至）

変更前の契約金額

変更金額

変更後の契約金額

（第7回変更）契約変更の内容

令和 6年 8月23日

東急建設株式会社

東京都渋谷区渋谷一丁目16番14号

Ｒ２国道２４６号渋谷駅周辺地下道工事

自)東京都渋谷区渋谷二丁目地先
至)東京都渋谷区桜丘町地先

一般土木工事

令和 2年 7月 21日

令和 7年 3月 31日

7,518,500,000円（税込）

  569,800,000円（税込）

歩道橋上部工(階段)　2基、歩道橋下部工
4基 (深礎杭　2基、鋼製橋脚　2基)

8,088,300,000円（税込）



変更理由
 

２．現場打構築工
　設計照査の結果、現場打躯体工について底版及び頂版の一部が斜面構造でありコンク
リート流出を防止するため、コンクリート規格及び使用材料を変更する。

３．構造物撤去工
　現地精査の結果、杭材撤去工を数量精査(減)する。

４．仮設工
　関係機関協議の結果、仮設通路工において地下道サインを追加増工する。
　地元調整の結果、南西エレベーター撤去を追加増工する。

５．開削土工
　現地調査の結果、土質条件に相違があるため、掘削工を増工する。

■地下横断歩道（東口地下道）

１．開削土工
　占用企業者と調整の結果、埋戻し工を数量精査(減)する。

■地下横断歩道（西口地下道）

６．仮設工
　設計照査の結果、土留･仮締切工を増工する。

７．共通仮設費
１）埋設物件確認のため、試掘の必要が生じたことから準備費を増工する。
２）受注者と協議の結果、安全費について新型コロナウイルス感染拡大防止費用を追加す
る。
３）関係機関協議の結果、技術管理費について施工中において近接する既存構造物の変位
計測の必要が生じたため、首都高変状計測、土留支保工他変状計測を追加する。
　 現地調査の結果、既設構造物の安全性、健全性確認のため歩道橋変状計測を追加す
る。

８．業務委託料（設計）
　現地調査の結果、仮設工について設計通りの施工が出来ないため、西口、東口の修正設
計費用を追加する。

９．業務委託料
　受注者と協議の結果、第１回から第５回変更の数量計算、図面修正に要する費用を追加
する。

10．工期
　工期は、上記５．の増工により２１３日間延伸し、令和７年３月３１日までとする。


